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初秋の富良野盆地と十勝連峰 

上富良野町 

 
写真撮影位置は，富良野盆地西側の丘陵性山

地にある（図-1）． 

 

 
図-1 周辺の地形図と写真撮影位置（＋印）． 

 

同様に Google Map 上に撮影位置を示す（図-

2）． 

 

 

図-2 周辺の GoogleMap と写真撮影位置（赤

丸）．写真に写っている山は，右から美瑛岳，美

瑛富士，オプタテシケである．十勝岳は写真より

右に位置する． 

 

富良野盆地は北海道中央部を南北に走る構造

性の中央凹地帯の南側に位置している（図-3）． 

また，十勝連峰（十勝岳連峰）は富良野盆地に

東側にあって，北東－南西方向に連なる分布を

している（図-2，図-4）． 

十勝カルデラを起源とする火砕流堆積物（溶

結凝灰岩）には，雨月沢・美瑛・十勝の 3 つがあ

り，富良野盆地内に見られる（池田・向山，1983;

図-5），図-6）． 

これによると，雨月沢火砕流堆積物は2.92ma，

美瑛火砕流堆積物は 1.87-1.67ma，十勝火砕流

堆積物はそれより新しいとされている． 

 

図-3 北海道北東部の陰影図（小疇他，2003）． 

 

 

図-4 十勝カルデラと美瑛火砕流の分布（西来

他，2017）． 
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図 -5 富良野－旭川地域の層序（池田・向山，

1983）．  
 

 

図-5 富良野－旭川地域の火砕流堆積物の対比

と年代（池田・向山，1983 
）．  

 

富良野盆地に堆積したそれぞれの火砕流堆積

物は，氷期の周氷河環境により激しく侵食され，

丸みを帯びた独特のアンジュレーションをなす． 

この緩やかな丘陵地形は，季節により耕作さ

れた小麦や野菜などでパッチワーク状に彩られ，

写真撮影や観光の対象として人気がある． 
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